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〔
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内
研
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発
表
会
発
表
要
旨
〕

『
金
剛
界
降
三
世
立
色
法
』
に
つ
い
て

研
究
生　

野
々
部　

利
生

『
弘
法
大
師
全
集
』第
四
輯
に
収
録
さ
れ
る『Y

É
u
w

記
石
山
』（
別

名
『
金
剛
界
降
三
世
五
重
結
護
』。
以
下
、『
五
重
結
護
』）
と
『
金
剛

界
降
三
世
立
色
法
』（
以
下
、『
立
色
法
』。
未
翻
刻
資
料
）
は
、
一
部

内
容
が
類
似
す
る
。
す
な
わ
ち
『
立
色
法
』
は
、『
五
重
結
護
』
の

後
三
分
の
一
と
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
で
あ
る
。

『
国
書
総
目
録
』に
よ
れ
ば
、『
立
色
法
』の
写
本
は
西
教
寺
正
教
蔵
・

叡
山
文
庫
・
京
都
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

西
教
寺
正
教
蔵
の
聖
教
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
宇
都
宮
啓
吾
「
比

叡
山
西
塔
北
谷
正
教
坊
聖
教
を
巡
る
訓
点
資
料
の
基
礎
的
研
究
」

（
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
礎
研
究

（C）
研
究

成
果
報
告
書
）
に
よ
っ
て
網
羅
的
な
研
究
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
研
究
成
果
を
参
考
に
し
て
西
教
寺
正
教
蔵
所
蔵
の
『
立
色
法
』

の
伝
来
を
述
べ
れ
ば
、
滋
賀
県
大
津
市
の
息
障
明
王
院
が
大
原
来
迎

院
の
聖
教
蔵
で
あ
る
如
来
蔵
よ
り
借
用
し
た
『
立
色
法
』
を
、
さ
ら

に
天
台
僧
で
あ
る
舜
興
（
？
～
一
六
一
二
～
一
六
六
二
）
が
明
王
院

よ
り
借
用
し
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
返
却
さ
れ
ず
舜
興
の
住
坊
で
あ

っ
た
滋
賀
県
草
津
市
に
あ
る
芦
浦
観
音
寺
の
蔵
書
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
舜
興
が
蒐
集
し
た
観
音
寺
の
聖
教
群
は
比
叡
山
西
塔
の
正
教
坊

に
移
さ
れ
、
明
治
期
に
正
教
坊
よ
り
西
教
寺
に
寄
贈
さ
れ
た
と
い
う

伝
来
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
叡
山
文
庫
の
写
本
は
毘
沙
門
堂
門
跡
よ
り
寄
託
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
内
容
を
検
す
る
に
数
文
字
程
度
の
誤
写
は

あ
る
も
の
の
西
教
寺
の
写
本
と
同
様
で
あ
る
。
簡
略
な
書
誌
情
報
を

示
せ
ば
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

【
外
題
】
金
剛
界
降
三
世
立
色
法

【
内
題
】
な
し

【
尾
題
】
金
剛
界
降
三
世
立
色
法　

一
巻

【
奥
書
】
寶
永
七
年
六
月
備
如
来
藏
本
命
弟
子
信
敬

 

書
寫 

已
講
嚴
覚

 

享
保
三
戊
戌
八
月
於
洛
都
寓
居
写

 
 

僧
都
慈
泉

奥
書
か
ら
は
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
に
如
来
蔵
本
を
比
叡
山

横
川
兜
率
谷
鶏
頭
院
第
八
世
厳
覚
（
一
六
五
九
～
一
七
二
〇
）
が
弟

子
で
あ
る
信
敬
（
詳
細
不
明
）
に
命
じ
て
書
写
し
た
と
い
う
元
奥
書

が
あ
り
、
そ
の
後
、
本
文
と
同
筆
で
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
慈

泉
（
詳
細
不
明
）
と
い
う
僧
侶
が
京
都
で
書
写
し
た
書
写
奥
書
が
存

在
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
写
本
と
類
似
す
る
奥
書
を
有
す
る
も
の
が
、
早
稲

田
大
学
図
書
館
教
林
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
写
本
に
つ
い

て
『
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
研
究
報
告
』
第
六
号
の
「
早
大
図
書

館
蔵
教
林
文
庫
目
録
稿
」
に
簡
単
な
書
誌
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
、「
宝
永
七
年　

信
敬
。
厳
覚
が
如
来
蔵
本
を
借
り
て
弟
子
信

敬
に
書
写
さ
せ
た
も
の
」
と
あ
る
。
叡
山
文
庫
所
蔵
本
と
類
似
す
る
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奥
書
で
あ
り
、
恐
ら
く
両
本
は
近
い
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、「
早
稲
田
大
学
書
館
蔵
教
林
文
庫
目
録
稿
」
に
よ
れ
ば
、
教
林

文
庫
所
蔵
の
写
本
は
比
叡
山
鶏
頭
院
本
覚
蔵
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。　

上
述
の
よ
う
に
『
立
色
法
』
は
、
比
叡
山
や
大
津
な
ど
の
琵
琶
湖

周
辺
の
天
台
宗
寺
院
に
伝
存
す
る
資
料
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
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『
降
三
世
大
儀
軌
王
』
の
金
剛
手
の
教
令
に
つ
い
て

　
─
大
天
調
伏
時
の
教
令
の
内
容
を
中
心
に
─

研
究
生　

木
村　

美
保

『
金
剛
頂
経
（
真
実
摂
経（
１
））』「

降
三
世
品
」
と
『
降
三
世
大
儀
軌
王

（
２
）

（
以
下
『
降
三
世
軌
』
と
す
る
）』
と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
文
献
と
の
関
連
は
、

降
三
世
明
王
の
姿
を
取
っ
た
金
剛
手
が
大
自
在
天
を
調
伏
す
る
と
い

う
場
面
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
の
プ
ト
ン
に
よ
っ
て
釈
タ

ン
ト
ラ
と
さ
れ
て
お
り
、
不
空
三
蔵
の
『
金
剛
頂
瑜
伽
十
八
会
指
帰
』

の
第
四
会
の
「
降
三
世
金
剛
瑜
伽
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
先

行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。
こ
の
よ
う
に『
金
剛
頂
経
』「
降

三
世
品
」
と
『
降
三
世
軌
』
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
釈

タ
ン
ト
ラ
と
は
言
い
が
た
い
点
や
『
理
趣
釈
』『
理
趣
広
経
』
と
の

関
連
性
も
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
発
表
で
は
、
金
剛
手
が
降
三
世
明
王
の
姿
を
と
っ
て
大
天
を
調

伏
す
る
と
い
う
両
者
に
最
も
共
通
す
る
場
面
で
の
金
剛
手
の
教
令
の

内
容
・
金
剛
手
の
描
か
れ
方
に
焦
点
を
あ
て
た
。

両
者
を
比
較
し
た
結
果
、
金
剛
手
の
描
か
れ
方
に
お
い
て
『
金
剛

頂
経
』「
降
三
世
品
」
で
は
、
金
剛
手
が
一
切
如
来
の
主
宰
と
し
て

勧
請
さ
れ
た
の
に
対
し
、『
降
三
世
軌
』
で
は
金
剛
手
が
蒼
穹
か
ら

突
如
と
し
て
下
り
世
尊
に
教
令
を
請
う
が
世
尊
は
金
剛
手
が
薬
叉
で

あ
る
為
に
最
初
は
教
令
を
下
そ
う
と
し
な
い
な
ど
描
か
れ
方
や
性
格

が
両
者
で
異
な
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、『
金
剛
頂
経
』「
降
三
世
品
」
の
金
剛
手
の
教
令
の
内
容
は

「
一
切
如
来
の
教
え
を
行
ぜ
よ
。
我
が
命
令
の
実
行
者
で
あ
れ
（
４
）
」
と

金
剛
手
の
教
令
の
実
行
者
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
の
に
対
し
、『
降

三
世
軌
』
の
教
令
の
内
容
は
「
大
我
と
欲
を
非
難
す
る
こ
と
な
か
れ
。

こ
れ
こ
そ
が
秘
密
で
あ
る
（
５
）

」
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
教
令
の
内
容
は
、

広
義
の
『
理
趣
経
』
の
大
楽
思
想
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

『
金
剛
頂
経
』「
降
三
世
品
」
と
『
降
三
世
軌
』
の
「
金
剛
手
の
大

自
在
天
調
伏
場
面
」
と
い
う
最
も
共
通
し
た
場
面
に
お
い
て
、
金
剛

手
の
描
か
れ
方
は
異
な
っ
て
お
り
、『
降
三
世
軌
』
の
教
令
内
容
は
、

『
理
趣
広
経
』
に
近
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

こ
れ
は
、『
降
三
世
軌
』
が
『
金
剛
頂
経
』「
降
三
世
品
」
の
釈
タ

ン
ト
ラ
で
は
な
い
こ
と
、『
降
三
世
軌
』
が
『
金
剛
頂
経
』「
降
三
世
品
」

に
先
行
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
先
行
研
究
（
６
）
や
拙
稿
（
７
）
の
傍
証
と
な
る

も
の
で
あ
る
。

（
１
）Sarvatathågata tattvasaµ

graha nåm
a-m

ahåyånas∑tra

（
２
）T

railokyavijaya-m
ahåkalpa-råja

（
東
北N

o.482

・
大
谷N

o.115

）

（
３
）
酒
井
真
典
（
一
九
五
〇
）（
一
九
五
二
）

（
４
）
堀
内
寛
仁
（
一
九
八
三
）
§
六
六
六

（
５
）
東
北
四
八
二
（
十
二
ｂ
４‒

５
），
大
谷
一
一
五
（
４
ｂ
４
）

（
６
）
田
中
公
明
（
二
〇
一
〇
）

（
７
）
木
村
美
保
（
二
〇
一
五
）
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『
諸
宗
階
級
』
に
み
る
新
義
真
言
宗
の
出
家
に
つ
い
て

研
究
生
　
加
瀬
　
丈
舜

『
諸
宗
階
級
』
は
『
続
々
群
書
類
従
』
第
十
二
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
か
ら
翌
二
年
に
か
け
て
諸
宗
の
寺
院
が
寺

社
奉
行
に
提
出
し
た
書
上
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
諸

宗
派
の
僧
侶
の
経
歴
か
ら
修
行
内
容
・
昇
進
の
次
第
、
衣
体
の
違
い

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
宗
派
に
よ
っ
て
記
載
の
分
量
の
差
は
あ

る
も
の
の
、
同
時
代
の
諸
宗
派
を
研
究
す
る
際
の
基
本
的
史
料
で
あ

る
と
い
え
る
。
本
書
に
先
行
す
る
と
さ
れ
て
い
る
史
料
と
し
て
『
諸

宗
僧
侶
階
級
』
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
『
祠
曹
雑
識
』
巻
四
十
七
に

収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
。『
祠

曹
雑
識
』
は
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
。
内

容
は
天
保
以
前
の
も
の
で
あ
り
、禅
宗
の
部
に
正
徳
三
年（
一
七
一
三
）

の
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
以
降
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
宇
高
良
哲

氏
の
研
究
論
文
に
よ
れ
ば
、
両
者
の
収
録
宗
派
は
『
諸
宗
階
級
』
の

方
が
多
く
、
記
載
内
容
も
充
実
し
て
い
る
。
発
表
者
は
こ
の
両
史
料

に
収
録
さ
れ
て
い
る
新
義
真
言
宗
に
お
け
る
出
家
の
ル
ー
ル
に
注
目

し
て
比
較
検
討
し
た
。

『
諸
宗
階
級
』
に
お
け
る
記
載

新
義
真
言
宗
出
家
成
立
最
初
ゟ
両
本
山
ゐ
轉
昇
進
迄
之
次
第

（
中
略
）

　

先
幼
少
之
児
童
を
貰
請
、
出
家
取
立
之
節
、
専
其
種
性
を
撰

び
、
筆
結
革
雪
駄
等
下
職
商
売
い
た
し
候
者
之
悴
Q
猿
楽
神
子

世
渡
衆
山
伏
百
姓
町
家
ニ
お
い
て
も
、
至
而
下
輩
な
る
も
の
の

悴
、
随
而
五
体
不
具
足
之
者
、
縦
令
如
何
様
ニ
出
家
懇
望
仕
候

迚
も
出
家
ニ
不
レ
仕
候
、
又
武
家
方
ニ
於
て
出
家
望
み
仁
有
レ
之

時
ハ
、
別
而
其
由
緒
を
糺
し
候
上
に
而
、
領
主
或
者
地
頭
等
ゐ

篤
と
駆
合
之
上
貰
請
候
事
ニ
御
座
候
、（
後
略
）

始
め
に
は
三
業
度
人
の
制
度
か
ら
、
当
時
に
至
る
ま
で
の
歴
史
を

記
述
し
、
次
に
出
家
取
立
の
次
第
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
書
上
の

中
に
出
家
を
望
ん
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
人
々
に
関
し
て
の
記
述

が
あ
る
。
い
く
つ
か
の
職
業
と
下
層
の
身
分
階
層
に
属
す
る
人
々
、

身
体
障
害
者
を
対
象
に
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
出
家
す
る
際

に
種
々
の
ハ
ー
ド
ル
を
設
け
て
特
定
の
人
間
を
排
除
す
る
こ
と
を

佐
々
木
閑
氏
は
『
出
家
と
は
な
に
か
』
の
中
で
遮
法
と
紹
介
し
て
い

る
が
、
他
宗
派
に
較
べ
る
と
、
新
義
真
言
宗
の
遮
法
は
詳
細
で
あ
り

具
体
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
先
行
の
『
諸
宗
僧
侶
階
級
』

に
は
見
ら
れ
な
い
。

『
諸
宗
階
級
』
が
編
纂
さ
れ
た
時
期
は
、
江
戸
時
代
の
三
大
改
革

の
一
つ
で
あ
る
寛
政
の
改
革
の
直
後
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
は
そ
の
成

立
当
初
よ
り
、
仏
教
教
団
に
対
し
て
厳
し
い
管
理
統
制
政
策
を
続
け

て
き
た
。
寛
政
の
改
革
の
中
に
は
風
紀
対
策
や
身
分
制
度
に
関
す
る

政
策
も
含
ま
れ
て
お
り
、
新
義
真
言
宗
の
書
上
に
も
少
な
か
ら
ず
影

響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
寛
政
期
の
全
国
の
本
末

帳
に
よ
れ
ば
、
新
義
真
言
宗
寺
院
の
地
域
別
分
布
は
実
に
関
東
が
約

六
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
く
、
幕
府
の
膝
元
で
あ
る
江
戸
と
そ
の
周
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辺
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
記
述
さ
れ
て
い
る
職
業
も
大

都
市
に
多
く
、
寛
政
の
改
革
に
含
ま
れ
る
厳
し
い
身
分
統
制
の
政
策

に
、
他
宗
派
よ
り
も
配
慮
を
必
要
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
す

る
が
、
あ
く
ま
で
断
片
的
な
事
実
か
ら
の
推
測
で
あ
り
、
今
後
の
研

究
課
題
と
し
た
い
。
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『
如
来
秘
密
経
』
の
仏
伝
を
め
ぐ
っ
て

　
―Lalitavistara

と
の
対
応
関
係
を
中
心
に
―

研
究
員　

伊
久
間　

洋
光

竺
法
護
に
よ
り
『
密
迹
金
剛
力
士
経
』
の
名
で
初
訳
さ
れ
る
初

期
大
乗
経
典
『
如
来
秘
密
経
』
に
は
、
苦
行
か
ら
転
法
輪
ま
で
の

仏
伝
が
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
詳
細
は
未
だ
検
討
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
本
発
表
で
は
『
如
来
秘
密
経
』
の
仏
伝
に
つ
い
て
、 

Lalitavistara

と
の
並
行
箇
所
の
検
討
か
ら
、
そ
の
諸
仏
伝
に
お
け

る
系
統
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

『
如
来
秘
密
経
』
の
仏
伝
の
系
統

『
如
来
秘
密
経
』
の
仏
伝
は
法
護
訳
第
十
一
章
か
ら
第
十
四
章
（
菩
薩

苦
行
超
勝
以
受
食
縁
成
熟
衆
生
品
・
菩
薩
詣
菩
提
場
品
・
降
魔
品
・
転
法

輪
品
）
梵
文
写
本
で
は
第
六
章tathågatavikruva ∫asaµ

darßana-
parivarta-

に
記
さ
れ
、
菩
薩
の
六
年
間
の
苦
行
か
ら
転
法
輪
に
至

る
ま
で
を
説
い
て
い
る
。

Lalitavistara

（
以
下LV

）
は
二
世
紀
半
ば
頃
の
成
立
と
考
え
ら

れ
る
、
大
乗
の
立
場
か
ら
の
仏
伝
で
あ
る
。 

漢
訳
に
竺
法
護
訳
『
普

曜
経
』、
地
婆
訶
羅
訳
『
方
広
大
荘
厳
経
』
が
あ
る
。LV

は
内
容
上
、 

大
衆
部
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

『
如
来
秘
密
経
』
の
仏
伝
の
降
魔
の
場
面
に
お
い
て
、
菩
薩
を
害

し
よ
う
と
す
る
悪
魔
に
対
し
、
樹
神
が
十
六
種
の
制
止
を
な
す
場
面

が
存
在
す
る
（『
如
来
秘
密
経
』
梵
文
写
本16a2-b2

）。
一
方LV

の

降
魔
品
に
お
い
て
も
、
同
様
の
記
述
が
な
さ
れ
る
（LV

333-335

）。 

構
文
は
異
な
る
も
の
の
、
両
者
の
内
容
は
ほ
ぼ
逐
語
的
に
対
応
し
て

い
る
。
ま
た
、
当
該
の
並
行
箇
所
は
両
経
典
の
初
訳
に
と
も
に
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
か
ら
『
如
来
秘
密
経
』
の
仏
伝
とLV

と
が

共
通
の
素
材
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

諸
仏
伝
を
概
観
す
る
と
、『
如
来
秘
密
経
』
の
仏
伝
とLV

の
共

通
の
素
材
は
、両
典
籍
に
関
係
す
るM

ahåvastu

に
見
出
さ
れ
る
が
、

全
同
で
は
な
い
。
ま
た
漢
訳
資
料
に
は
、
当
該
の
箇
所
は
、
両
典
籍

の
他
、LV

系
の
『
仏
本
行
集
経
』
に
し
か
確
認
さ
れ
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
の
結
論
が
導
か
れ
る
。
即
ち
、『
如
来
秘

密
経
』
の
仏
伝
が
、LV

系
の
仏
伝
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
普
曜
経
』
の
訳
出
年
は
三
〇
八
年
で
あ
る
が
、
岡
野
潔
博
士
は

『
出
三
蔵
記
集
』
の
記
述
等
か
ら
、LV

の
原
型
（
古LV

）
の
成
立

年
代
を
西
暦
二
〇
〇
年
よ
り
数
十
年
遡
る
と
想
定
し
て
い
る
。
一

方
『
密
迹
金
剛
力
士
経
』
の
訳
出
年
は
『
普
曜
経
』
よ
り
二
〇
年
早

い
二
八
八
年
で
あ
り
、
前
後
関
係
か
ら
、『
密
迹
金
剛
力
士
経
』
が

直
接
『
普
曜
経
』
を
借
用
し
た
と
は
考
え
難
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

『
如
来
秘
密
経
』
の
仏
伝
は
、LV

の
原
型
た
る
古LV

か
、
或
い
は

第
三
の
共
通
す
る
ソ
ー
ス
を
素
材
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

Lalitavistara

の
成
立
年
代

本
発
表
の
考
察
に
よ
り
、
二
八
八
年
の
初
訳
で
あ
る
『
如
来
秘
密

経
』
の
仏
伝
がLV

系
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
そ
の
『
如
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来
秘
密
経
』
の
仏
伝
は
古LV

を
素
材
と
す
る
か
、
そ
れ
と
共
通
す

る
素
材
を
も
っ
て
編
纂
さ
れ
た
と
見
做
し
う
る
。『
如
来
秘
密
経
』

の
編
纂
と
伝
播
の
期
間
も
考
慮
し
、
編
纂
材
料
の
共
通
す
る
古LV

の
成
立
は
『
如
来
秘
密
経
』
初
訳
の
二
八
八
年
よ
り
さ
ら
に
遡
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
如
来
秘
密
経
』
は
梵
文
原
典
の
現
存
す
る

資
料
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
以
上
の
こ
と
は
、LV

の
成
立
年

代
を
中
国
の
資
料
に
基
づ
き
初
訳
の
三
〇
八
年
よ
り
大
幅
に
遡
ら
せ

る
岡
野
潔
博
士
の
推
定
を
、
梵
文
資
料
に
基
づ
い
て
間
接
的
に
裏
付

け
る
も
の
と
な
る
。
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醍
醐
寺
木
造
十
一
面
観
音
立
像

　
―
鎌
倉
時
代
の
仏
教
彫
刻
に
お
け
る
古
典
研
究
の
一
例
―

研
究
生　

久
保
田　

綾

京
都
府
醍
醐
寺
木
造
十
一
面
観
音
立
像
は
、
頭
上
に
仏
面
一
面
と

変
化
面
十
面
を
あ
ら
わ
し
、
左
手
は
肘
を
曲
げ
て
持
物
を
執
る
形
を
、

右
手
は
垂
下
し
て
親
指
と
人
差
し
指
を
つ
け
る
印
相
を
あ
ら
わ
す
、

ほ
ぼ
通
例
の
形
の
十
一
面
観
音
像
で
あ
る
。

総
高
一
〇
一
・
〇
㎝
、
像
高
七
六
・
〇
㎝
、
カ
ヤ
材
で
頭
頂
か
ら
台

座
ま
で
を
含
め
た
一
木
造
り
で
あ
る
。
左
手
は
後
補
だ
が
、
そ
の
ほ

か
は
制
作
当
初
の
姿
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
持
物
、
光
背
は
亡
失
す

る
。本

像
は
現
在
霊
宝
館
に
収
蔵
さ
れ
る
が
、
平
成
五
年
に
は
三
宝
院

聖
天
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
八
年
『
京
都
美
術
大
観
』
に
三

宝
院
純
浄
観
で
撮
影
さ
れ
た
本
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の

時
に
は
す
で
に
三
宝
院
に
置
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
以
前
は

近
代
目
録
か
ら
上
醍
醐
の
仏
眼
院
、
弥
勒
院
、
下
醍
醐
の
金
蓮
院
の

い
ず
れ
か
に
安
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
現
在
堂
宇
は
な

く
、
三
宝
院
以
前
の
安
置
場
所
は
不
明
で
あ
る
。

本
像
の
制
作
年
代
は
、
台
座
上
に
広
が
り
長
く
あ
ら
わ
さ
れ
た

裙
、
強
く
弧
を
描
く
眉
、
鼻
と
口
が
小
さ
い
こ
と
な
ど
は
貞
応
三

年
（
一
二
二
四
）
定
慶
作
京
都
府
大
報
恩
寺
木
造
六
観
音
像
の
う
ち

十
一
面
観
音
像
に
共
通
し
、
さ
ら
に
な
で
肩
で
あ
る
こ
と
は
貞
永
元

年
（
一
二
三
二
）
康
勝
作
奈
良
県
法
隆
寺
銅
造
阿
弥
陀
三
尊
像
の
う

ち
観
音
菩
薩
像
に
共
通
す
る
。
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
快
成
作
兵

庫
県
中
山
寺
木
造
十
一
面
観
音
像
に
も
共
通
す
る
部
分
が
見
ら
れ
る

が
、
中
山
寺
像
に
は
裙
な
ど
に
次
の
時
代
に
つ
な
が
る
表
現
が
見
ら

れ
、
醍
醐
寺
像
は
中
山
寺
像
よ
り
も
お
そ
ら
く
前
の
時
代
の
作
品
と

思
わ
れ
る
。

作
者
の
定
慶
お
よ
び
康
勝
は
い
ず
れ
も
慶
派
系
統
の
仏
師
で
あ

る
。
快
成
は
同
じ
「
快
」
を
も
つ
快
慶
の
慶
派
系
統
、
あ
る
い
は
作

風
か
ら
善
派
系
統
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
仏
師
で
あ
る
。
善
派
は

慶
派
仏
師
に
つ
な
が
る
作
風
の
な
か
に
特
色
を
見
せ
る
集
団
で
あ

る
。こ

の
こ
と
か
ら
本
像
は
、
鎌
倉
時
代
一
二
二
〇
年
代
か
ら

一
二
四
〇
年
代
の
間
に
、
お
そ
ら
く
慶
派
仏
師
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ

た
可
能
性
が
き
わ
め
て
強
い
作
品
と
思
わ
れ
る
。

本
像
の
特
徴
は
大
き
く
造
ら
れ
た
変
化
面
、
檀
像
風
の
一
木
造
り

で
あ
る
。
変
化
面
を
大
き
く
造
る
の
は
、
と
く
に
奈
良
、
平
安
時
代

前
期
な
ど
の
檀
像
作
品
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
古
い
時
代
の
作
品

を
学
習
、
研
究
し
た
成
果
が
う
か
が
え
る
。

鎌
倉
時
代
の
仏
像
制
作
に
お
け
る
古
典
学
習
は
、
過
去
の
作
品
の

特
色
を
当
時
の
仏
像
に
採
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
本
像
が
こ
の
よ
う
な
姿
に
造
ら
れ
た
理
由
は
、
作
者
あ
る
い
は

願
主
が
ひ
と
え
に
古
く
見
せ
た
い
と
思
っ
た
か
ら
、
と
い
う
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
人
に
は
古
い
も
の
ほ
ど
そ
れ
を
珍
重
す
る
傾
向
が

あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
本
像
を
あ
た
か
も
古
い
時
代
の
作
品

の
よ
う
に
制
作
し
、
そ
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
を
考
え
た
と
し
て
も
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不
思
議
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
鎌
倉
時
代
彫
刻
史
研
究
で
は
あ
ま
り
言
わ

れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
古
い
作
品
を
模
倣
す
る
こ
と
は
創
作
活
動

の
一
手
段
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
価
値
を
理
解
し
、
そ
れ
を
手
に
し

た
い
と
い
う
懐
古
趣
味
、
古
物
尊
重
の
側
面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
今
後
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
た
い
。
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三
十
二
相
・
八
十
種
好
と
波
羅
蜜

研
究
生　

金　

順
子

諸
大
乗
経
典
で
は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
を
獲
得
す
る
た
め
の

方
法
や
手
段
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
代
表
的
修
行
方
法
は
六

波
羅
蜜
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
三
十
二
相
・
八
十

種
好
は
、
①
布
施
波
羅
蜜
②
忍
辱
波
羅
蜜
③
般
若
波
羅
蜜
④
六
波

羅
蜜
に
よ
っ
て
獲
得
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
般
若
波
羅
蜜
と

六
波
羅
蜜
は
他
の
諸
波
羅
蜜
を
統
括
す
る
意
味
を
持
つ
も
の
と
解

す
れ
ば
、
布
施
波
羅
蜜
と
忍
辱
波
羅
蜜
に
よ
る
二
つ
の
伝
統
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

本
研
究
で
は
、
各
波
羅
蜜
の
実
践
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
結
果
を

順
次
に
述
べ
て
い
る
文
献
資
料
を
取
り
扱
い
、
布
施
波
羅
蜜
と
忍

辱
波
羅
蜜
に
よ
る
相
好
の
獲
得
に
つ
い
て
検
討
し
整
理
を
し
た
。

布
施
波
羅
蜜
に
よ
る
三
十
二
相
・
八
十
種
好
の
獲
得
が
説
か
れ

て
い
る
最
も
早
い
文
献
は
竺
法
護
訳
『
大
宝
積
経
』
第
十
二
巻
で

あ
る
。
各
波
羅
蜜
の
対
応
関
係
を
見
る
と
、
布
施
→
相
好
・
持
戒

→
佛
土
嚴
淨
・
忍
辱
→
梵
音
響
・
精
進
→
於
衆
生
・
禪
思
→
大
神
通
・

智
慧
→
斷
衆
邪
見
と
な
っ
て
い
る
（T

310, 66c

）。

そ
の
他
、鳩
摩
羅
什
訳
『
不
思
議
光
菩
薩
所
説
経
』
に
お
い
て
も
、

布
施
波
羅
蜜
と
忍
辱
波
羅
蜜
が
相
好
と
梵
音
聲
に
配
当
さ
れ
て
い

る
（T

484, 670c

）。　

次
に
、
忍
辱
波
羅
蜜
に
よ
る
三
十
二
相
・
八
十
種
好
双
方
の
獲

得
が
説
か
れ
て
い
る
最
も
早
い
文
献
は
、
竺
法
護
が
二
八
五
年
に

訳
し
た
『
仏
説
海
竜
王
経
』
で
あ
る
。

佛
語
龍
王
。
是
謂
十
善
布
施
莊
嚴
廣
大
。
乃
爾
此
十
善
行
。

以
戒
莊
嚴
以
自
具
願
得
諸
佛
法
。
以
忍
莊
嚴
諸
相
種
好
成
佛

音
聲
。
以
精
進
莊
嚴
降
伏
魔
怨
。
以
佛
道
法
有
所
超
度
。
以

禪
莊
嚴
心
意
所
趣
而
以
清
淨
。
以
智
慧
莊
嚴
除
諸
枉
見
。

（T
598, 147c

）

『
仏
説
海
竜
王
経
』
で
は
、
忍
辱
波
羅
蜜
と
相
好
と
の
相
互
関
係

が
見
ら
れ
る
が
、
布
施
波
羅
蜜
の
実
践
に
よ
っ
て
そ
れ
以
外
の
五
波

羅
蜜
を
摂
す
る
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

支
謙
訳
『
仏
説
維
摩
詰
経
』
の
中
に
は
、
如
来
が
菩
薩
の
と
き

に
行
っ
た
忍
辱
波
羅
蜜
の
修
行
に
よ
っ
て
、
そ
の
仏
国
土
に
生
ま

れ
る
衆
生
は
三
十
二
相
で
荘
厳
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て

い
る
。
忍
辱
波
羅
蜜
と
三
十
二
相
と
の
相
互
関
係
は
見
ら
れ
る
が
、

八
十
種
好
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
布
施
→
布
施
・
持
戒
→
周
滿
所

願
以
十
善
行
・
忍
辱
→
三
十
二
相
・
精
進
→
諸
徳
本
善
修
勤
力
・

禪
思
→
念
正
・
智
慧
→
正
導
に
対
応
し
て
い
る
（T

474, 520a

）。

曇
無
讖
訳
『
悲
華
経
』
で
は
、
忍
辱
波
羅
蜜
に
よ
る
三
十
二
相

お
よ
び
八
十
種
好
双
方
の
獲
得
が
説
か
れ
て
い
る
。

そ
の
対
応
関
係
を
見
る
と
、
捨
財
→
調
伏
衆
生
・
持
戒
→
願
得

忍
辱
→
三
十
二
相
八
十
種
隨
形
好
・
精
進
→
一
切
諸
事
・
禪
定
→

心
當
得
善
調
伏
・
智
慧
→
知
一
切
諸
煩
惱
と
な
っ
て
い
る
（T

157, 
198b

）。『
悲
華
経
』
は
、
忍
辱
波
羅
蜜
と
相
好
と
の
結
び
つ
き
を

説
く
『
仏
説
海
竜
王
経
』『
仏
説
維
摩
詰
経
』
の
影
響
も
受
け
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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文
献
ご
と
に
表
現
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
持
戒
・
精
進
・
禅
定
・

智
慧
波
羅
蜜
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
結
果
は
大
部
分
が
一
致
し
て
い
る
。


